
科目名 日本文学入門Ｂ

科目名（英訳） Introduction to Japanese Literature B

科目ナンバー HJ131A02

詳細情報 授業外学修時間：週4時間

担当者
（非）は非常勤講師

岡本 聡

単位数 2

開講学年 １年

開講セメスター 秋期毎週

対象学科 選択・必修 必修：
選択：HJ

他学科受講

履修順序・履修情報

担当者及び時間割

カリキュラムの中での位置付け
／DP（ディプロマ・ポリシー）

日本語日本文化学科の専門教育科目であり，文学分野の基礎科目として位置付けられる。「国語」（高校・中学）
の教職課程必修科目である。

【ディプロマ・ポリシー（DP）】2024年度入学生以降対象
①：◎
②：○

身につく基礎力 ／ 身につく汎用力 傾聴・受信力 クリティカル思考力 ／ 豊かな教養 思考力 学び続ける能力

授業の主旨
（概要）

この授業では『おくの細道』を取り上げる。日本文学における「わび」「さび」「不易流行」などの美意識を理解するとともに、芭蕉作品の背景となっ
ている禅的な思想をも理解する。また、連句という文学形式を理解する。また、『おくのほそ道』をとりまく歴史的背景を理解する。

具体的
達成目標 崩し字に習熟するとともに、『おくのほそ道』の文化的、歴史的背景にも理解を深めることができるようになる。

1

【内容】

１ 芭蕉の人物像について
２ 俳諧という文学形式について
３ 『芭蕉めざめる』など新解釈の紹介
４ 『謎の旅人 曽良』の紹介

【授業外学習】 次回予習

2

【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習

3

【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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授業計画

7

【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習
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【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 次回予習

15

【内容】 『おくのほそ道』読解

【授業外学習】 まとめ

授業方法 講義形式。試験の解答を配布することにより学生にフィードバックする。

成績の
評価方法 出席状況及び授業期間内に行う試験

成績の
評価基準 授業時間内に行う試験により評価する(60点以上を合格とする)。

教科書

参考文献

備考

関連
ホーム
ページ

メール
アドレス

岡本 聡 sqy3558@fsc.chubu.ac.jp

オフィス
アワー
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